
体操服登校 

７月５日（月）から９月１０日（金）までの間、体操服

で登校になります。夏休み中の登校も体操服です。この

期間中は以下の点についてご協力をお願いします。 

・汗をかきますので、毎日洗濯をお願いします。 

・ハンカチを必ずポケットに入れるようにしてださい。 

・お茶を多めに持たせてください。 

 

 

 

 

 夏至も過ぎ、いよいよ夏本番となってきました。５月から育ててきたヘチマも大きくなり、ベランダ菜

園と学年の畑に移植いたしました。これからさらに伸びていくことを期待しながら、子供たちは毎日水

やりをしています。また、２組で観察しているカブトムシは少しずつさなぎになっていき成虫になる準

備を始めました。４年生の子供たちもまた、もうすぐ１学期の終わりを迎えます。子供たちは少しずつ高

学年としての考え方や行動力が身についてきました。 

 最近、「思いやり」という言葉について子供たちに伝えています。「思いやり」は「思い遣り」。自分の

ところにある思いを人に馳せること。自分の周りの人に考えを巡らせることを積み重ねていき、６年生

のときにはリーダシップをしっかりととれるよう、支援していきます。 
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＜生活目標＞ 

                                     「健康に気をつけよう」  harmony 

＜学習の様子＞ 

 今体育では、高跳びに挑戦しています。初めは、ゴムひもを跳び、

少しずつ高さを変えて練習しました。助走の仕方、ふみきりの仕方、

はさみ跳びの跳び方を確認し、３時間目からは、実際のバーを用い

て練習をしています。現在４年生最高は１００ｃｍです。子供たち

はタブレットで自分の跳び方を撮影し、課題やうまくいったところ

を確認しながら活動しています。また、自分の番が終わったら次の

子の準備を素早く行ったり、跳ぶのが苦手な子には、高さを素早く

設定し、全力で応援したりするなど、協力しながら学習を進めるこ

とができています。 

  

 算数では、垂直と平行の学習から四角形の特徴を考える学習を行

っています。学習の最後には、「ひし形をしきつめた形がどうして

ひし形になるのか」という問について証明を考えました。帰納法的

な思考は抽象的で難しいのですが、学習してきたことをもとに１つ

ずつ積み重ね、答えを導き出していました。理科でのプログラミン

グ的な思考と併せて、子供たちの考える力を少しずつ伸ばしていき

たいと思います。 

７月１９日（月）の登校について 

 もともと、暦上は休日となっていましたが、現

在の状況では、オリンピックの関係で月曜は平

日となります。通常通り登校してください。 

＜お知らせ＞ 
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 ８月の予定  1０日（火）全校登校日 

道徳通信 vol.3 ～ 泣いた赤鬼 ～ 

 あるところに赤鬼がいました。赤鬼は、人間と仲良くなりたいと

考えていましたが、人間は、鬼の見た目からこわがって近寄らず、

信用していませんでした。その現状をみていたのが青鬼でした。青

鬼は、「自分が人間の里に下りて悪者の役をする。君は、僕を退治し

たように見せかけるんだ。そうすれば、人間は君を信用して仲良く

してくれるよ」と言いました。赤鬼は、青鬼の言うとおりにしまし

た。すると、人間は本当に赤鬼を信用し、赤鬼は人間と仲良くする

ことに成功したのです。数ヶ月後、赤鬼が久しぶりに青鬼の家を訪

ねました。家についた青鬼は泣き崩れました。戸口には、「君は、人

間とせっかくなかよくなれたのに、自分といるところを見られたら

また疑われてしまう。僕は、もう二度と君とは会えません。」という

旨が書かれていました。というお話です。 

 タイトル「泣いた赤鬼」から、「どうして赤鬼は泣いたのだろう？」

と尋ねました。すると、悲しい、さみしい、後悔しているという意

見がでてきました。「何を後悔しているのだろう？」と問うと、「本

当の友達（本当に大切なもの）を失ったから」と答えていました。

「本当の友だち」自分にとって大切なことについて考えさせられる

お話です。色々な読み方ができる本だと思うので、一度お家でも、

読後感を話し合ってみてください。 

７月の学習予定 

国語  新聞を作ろう 

社会 私たちの福井県 

算数 小数 

理科  雨水のゆくえと地面のようす 

   暑くなると 

   夏の星   

音楽  音楽心の輪を広げよう 

図工 コロコロガーレ    

体育 高跳び 保健体育 

総合 福祉について考えよう 

  

 

 


